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１ 事業所紹介

事業所名・所在地 笹の葉ワーク ・つくば市東光台2-24-1

設置者名 常南交通株式会社

R6利用者数（定員数） 20名

これまでの
工賃月額実績

Ｒ3年度：10,715円
Ｒ4年度：12,614円
Ｒ5年度：23,003円

主な作業内容 ①外部就労（農作業）
②自社農業
③外部就労（清掃）

１



２ 農福連携に取り組みはじめたきっかけ

1) 工賃向上のため
→内職は単価が安く、茨城県の平均工賃を支払うのが難しい。

やりがいにもつながるのはないか？

2) 障害者の社会参加促進
→障害の種類や程度に応じて様々な作業を提供できる

ため、多様な障害者の社会参加と自立を促進する良
い機会となる。

3) 地域活性化
→障害者の雇用を生み出しコミュニティ強化につなげる

4) 相互理解の促進
→障害者と協働することで、互いの理解が深まり、

共生社会の実現へ
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３ 作業内容①（外部就労 野菜の計量）

作業内容：こまつな、ほうれんそう、水菜の計量

気を付けていること：土、腐れ、折れの除去

作業時間：ＡＭ9:30～11：45 ＰＭ12:45～15:30
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３ 作業内容②（自社農業）

作業内容：土作り、定植、除草作業、収穫、加工

気を付けていること：脱水、水分補給、ケガ

作業時間：ＡＭ9:30～11：45 ＰＭ12:45～15:30

大変なこと：暑い寒い
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３ 作業内容③（外部清掃）

作業内容：ビル清掃(掃き掃除、モップ掛け、トイレ掃除)

作業時間：月 10:00～11:30   水・金 13:00～14:30
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３ 作業内容④（優先調達 除草作業受託）

作業内容：市 公共施設の除草作業

気を付けていること：飛び石、ケガ、水分補給

作業時間：ＡＭ9:30～11：45 ＰＭ12:45～15:30
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３ 作業内容⑤（内職 シール貼り）

作業内容：シール貼り

気を付けていること：不良品が出ないように

作業時間：ＡＭ9:30～11：45 ＰＭ12:45～15:30

工夫していること：サンプルに重ねる
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４ 取組の効果
1) 農業分野への効果
→人手不足の解消、耕作放棄地の活用、新たな視点や発想の導入による農

業の活性化

2) 福祉分野への効果
→障害者の就労機会の拡大、工賃向上、障害者の自立支援と社会参加の促

進、身体機能や精神面での改善（健康増進効果）

3) 社会・地域への効果
→地域経済の活性化、共生社会の実現に向けた意識の向上、地域コミュニ

ティの強化、食育や環境教育の機会創出

4) 経済的効果
→農産物の付加価値向上、新たな商品開発や販路拡大、福祉サービスの質

の向上による経済効果

5) 環境面での効果
→地産地消の促進による環境負荷の軽減

6) 教育面での効果
→多様性教育の実践の場、農業体験学習の場の提供 ８



5 今後の取り組み

1) 人材育成
→ 農業と福祉の両分野に精通した人材の育成が必要性。これにより、

資金的な連携と効果的な支援が可能になる

2) 制度の整備と見直し
→農福連携をさらに推進するための制度の整備や、制度の見直しが必

要ではないか？

3) 啓発活動の強化
→農福連携の意義や成果について、より広く社会に周知し、一歩ずつ

前へ

4) 地域ネットワークの構築
→農業、福祉、行政、教育機関等連携し、地域全体で農福連携をしっ

かりと構築できるスキーム作り
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6 参加者へのメッセージ

農福連携に対する思いとして、これが単に労働力
確保の手段ではなく、農業と福祉の双方にとって
価値ある取り組みであり、共生社会の実現に向け
て重要な一歩だと考えています。

また、自然と触れ合う機会があり、障害者の方々
の心身の健康増進や生きがい創造にも繋がると考
えています。

そして農業と福祉、地域社会がwin-winの関係を
築けるよう農福連携の今後の展開に期待していま
す。
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